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研究成果概要 
本研究では、スーパーカミオカンデ装置による大気ニュートリノ観測を通してニ

ュートリノ物理学を先導してきた。これまで、ミューオンニュートリノの欠損、振動

のサイン関数としての振る舞い（L/Eの関数による振動現象）、タウニュートリノの発

現を世界に先駆けて観測してきた。また、電子ニュートリノ発現に対する上限値も与

えている。特に最近では、CPフェーズやθ13 混合角、質量階層性など未知パラメータ

に対する研究をまとめた。CPフェーズやθ13混合角に対しては新しい制限は得られて

いない。また質量階層性については、逆階層性が順階層性よりもやや良いフィット結

果を与えるが、1.6sigma 程度で決定的な結論には至っていない。またタウニュートリ

ノの発現の解析をアップデートし、上向き方向に４シグマ近いタウニュートリノ事象

を観測した。またニュートリノと反ニュートリノで振動パラメータが独立である仮定

をした解析も行い、両者の混合角や質量がエラーの範囲で一致することを確認した。 

 
図 1、ニュートリノと反ニュートリノの振動パラメータの差。差がない（０）とコンシステントである。 
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